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PART  1  
  

  
  

  
  
• 良質な薬剤と適格で有能な医療従事者へのアクセスは、全ての医療制度の必須の面である。薬学における人

材は、国民の健康改善のための必須要素として、良質な薬剤の不断の供給、それらの管理、また信頼できる

使用を国民へ保証すべきである。  
  

• ニーズに基づく薬学における人的資源計画を通知するためには、最も有効なエビデンスと合わせて多方面に

渡る利害関係者による協力が必要とされる。関連した情報に詳しい利害関係者達が労働力問題に取り組むた

めに提携すると、従事人員計画の調整と実施により多くの可能性が生まれるのである。  
  

• 国民一人あたりの薬剤師数は国や地域によってかなり違い、概して国の経済発展示数の程度に関係している

。アフリカにあるように、より低い経済示数の国や地方は薬剤師数・薬剤師助手数が比較的により少ない傾

向がある。これは薬剤と医療専門技術へのアクセスに対する不平等が見られることを意味している。更に、

一部の国や地域では薬剤師数を上回る数の薬局があり、これは医療と薬剤使用の監督を改正する必要性を示

差している。  
  

• 薬剤従事人員に関する戦略的枠組みと政策は、良質なケアに対する薬剤師の能力と卓越性を促進し達成させ

るために、厚生省や医療従事者職業団体、規定団体、又教育者を含む多方面に渡る利害関係者を通して、国

レベルで開発され、設置することに成功してきている。  
  

• 医療費上昇・保健サービスに対する需要の増加・増大する慢性疾患の負担がますます活発になる中で、薬剤

師のパフォーマンス改善（新しい役割に適合させるための生産性・法的適格性・能力）は現在進行中の課題

である。患者ケアと専門職種間の協力に対する更なる注目によってある程度奨励されているこれらの要素は

、国民の利益を考えた、安全で質と費用効率の高い薬剤業務を提供するために、薬剤師がその専門技能を使

う機会を作り出す。リーダーシップはこのような機会を最大限に増やし、これらの業務を取り入れ、形作る

ために薬学専門職を強める重要な面である。  
  

• 教育は有能なヘルスケア従事者を構築するための基本を提供するので、専門職教育の変換とその規模の増大

に対する投資はきわめて重要である。各国の薬剤業務を提供するその能力は、保証された適格な従事者と、

基本と上級レベルで必要数の新しい薬剤師と他の助手達を訓練するための一貫した学術従事者を保持してい

ることによる。国民の医療薬学に対するニーズに合う熟練した医療専門技能を構築することのできる生産能

力を確実にするためには継続した努力が必要である。  
  

• ニーズに基づく教育戦略とは地元のシステムにその地域のニーズを最適に評価し、そしてこれらのニーズに

関連する労働力を生産するための教育援助システムを開発（又は適合）させることにある。国の医療に対す

る需要は多様で複雑であり、しばしば地域内や地域間においても広く違うこともある。広義で一般的な枠組

みは大規模なレベルでは有益であるかもしれないが、全てに合わせた「フリーサイズ」のシステムは、地元

のレベルにおける十分な関与と持続可能性において確実ではない。  
  

• 全ての利害関係者と協力的関係を築くために、FIP  Education  Initiatives  
(FIPEd)にとって薬学における人的資源は優先課題であり続ける。そのためには我々は現在と未来に
おける、世界中の社会的、また医療薬学のニーズに合った専門職の発展に向かって一緒に働く必要

がある  (www.fip.org/education)。  

  



SUMMARY 

PART  7  
  

政府、医療制度、そして地域社会が良質で効果的、また安全な医療を国民へ提供するために奮闘する時

、資源の制限は入手できる資源の最善の使用方法の質問を挙げ続けるだろう。それに等しく重要なのは

未来の医療資源のより良い使用方法だ。国際的な団体から繰り返されている「行動のきっかけ」の世界

的な背景では、医療における十分で有能な人的資源に対する対策に強力な注目がそそがれ続けるであろ

うことは明確である。世界的な薬学従事人員にとって、医療制度を導入し、またそれに価値を添え、薬

剤の信頼できる使用を確実にすることを通して医療を改善するために専門職への機会を広げる時である

。  

2012  FIP  Global  Pharmacy  Workforce  
Reportはおよそ400万の薬学人的資源を含む世界中の90の国と地域における現在の薬学従事人員の状況を
呈示している。このレポートにおける分析は、国々や地域に渡って（またはその中で）薬学従事人員の

配分と構成を大きな相違と共に明らかにしている。同時に、アフリカは適切に管理された医薬品給付を

国民へ提供するための能力が最も低く、依然として薬学従事人員の最も深刻な局面のままである。薬学

従事人員の生産能力構築はいくつかのアフリカの国々での優先事項であり、これらの国々の内3カ国（
ガーナ、南アフリカ、タンザニア）の戦略がこのレポート内で掘り下げて示されている。良く調整され

た薬学従事人員計画が行われ、戦略計画がうまく供給され、導入されることを全てのレベルでの協力が

確実にしている。  

このレポート内の9つのケース・スタディーは低所得から高所得、また少ない人口から多くの人口を抱
える様々な背景での薬学従事人員計画・管理・発展の分野での挑戦・戦略・達成された結果実例を提供

している。概して、これらのケース・スタディーは同様の課題を明らかにしているが、各課題への取り

組みは様々であり、各々のケース・スタディーから重要な教訓を学ぶことが出来る。各国の違ったニー

ズと戦略を再検討すると、良質な医薬品供給サービスと薬学教育対策へのニーズに基づいた取り組みが

重要であるという認識を強めている。  

ニーズに基づく専門薬学教育は、適格で有能な薬学従事人員の発展の基礎である。このレポートは3800
を超える薬剤師又は薬剤業務助手を教育・訓練する教育機関を含む、82カ国のデータを用い、薬学教育
の重要性を強調している。これらの機関は社会的に責任を保持しており、地元のニーズを受容し合わせ

ることのできる薬学従事人員を届けるという重要な役割をはたさなければならない。  

ケース・スタディーを通して明らかにされた鍵となる主題はリーダーシップ、パートナーシップ、協力

に関することである。医療や地域の中でのリーダーとして、また健康を改善するために立ちはだかる課

題や問題に一番に立ち向かうための革新者として、薬剤師に権限をもたせることの重要性という強い見

解がある。多方面に渡る利害関係者による協力は、全ての国において薬学人的資源の改善と促進のため

の追加の重要な要素であることが明らかにされた。FIPは最善の協同実務と国々の（又は地域ごとの）強
固なパートナーシップの設立に基づく従事人員の解決策を強く支持し、FIP  Education  
Initiativesは最善の実業務を共有するという原則に基づくものであるとする。  

FIPは薬学教育と薬学従事人員問題においてWHOと密接に協力してきた。それ故に、新しく改作された
「WHO  Guidelines  on  Transforming  and  Scaling  up  Health  Professions  
Education」（パート６）の発展と普及に積極的に携わることは、FIPにとって重要である。これらのガイ
ドラインは全ての国の状況で熟慮し、受容し、そして適用することの出来る、エビデンスに基づく情報

と手引きを示している。また、我々が国際的な従事人員と関連する影響を調査している最初の段階にあ

ることをはっきりと理解することは等しく重要である。この観点より、我々は従事人員開発者達や職能

指導団体が直面している任務の膨大なことをただ認識し始めたばかりであり、世界的な取り組みが継続

されるであろう。  



FIPは世界的な薬学従事人員に対するより良い理解を促進することを誓い、そしてこのレポートを読むだ
けでなく、国際的なFIP  Education  
Initiativesの演壇や実業務のコミュニティーを通して積極的に参加し、薬学従事人員に関する課題に対す
るそれぞれの経験や戦略の共有へ、全ての関係者を招待する。  

現報告や前版の2009  Global  Pharmacy  Workforce  

Reportのようなレポートは職能と世界的な医療制度の両方が直面している主要な課題を認識することを

目指している。その従事人員の質、領域や能力は、初期と生涯に渡る職能開発カリキュラムの性質と、

現実務者のサポートと認識構造の質次第である。教育水準まで引き出された才能が薬剤使用へのアクセ

スとその質へ明確に影響を与えることを確実にするために、職能指導団体とそれらの利害関係共同者が

熟慮し行動することが必須である。FIPによる2020年への展望と任務は、この生涯職能教育と医療の発展

を明確に推進する革新の重要なつながりであると認識している。  


